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階
上
的
生
活

階
上
人
が
伝
え
る
、
楽
し
い
階
上
の
暮
ら
し
。

レ
ポ
ー
ト

三
陸
復
興
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
た

階
上
岳
を
頂
点
に
、

美
し
い
牧
野
・
田
園
の
里
山
を
経
て

太
平
洋
に
臨
む
階
上
町
。

こ
の
町
に
は
豊
か
な
歴
史
と
自
然
を
ベ
ー
ス
に
、

町
民
が
誇
り
と
す
る
様
々
な
魅
力
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
階
上
人
の
視
点
を
通
し
て
、

そ
の
魅
力
の
上
に
花
開
い
て
い
る

楽
し
い
階
上
の
暮
ら
し
の
い
く
つ
か
を
、

現
場
の
レ
ポ
ー
ト
で
紹
介
し
ま
す
。

そば打ち体験（わっせ交流センター）
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そば打ち体験（わっせ交流センター）
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レ
ポ
ー
ト
─
─
─
─
─
階
上
的
生
活
①

階
上
町
の＂
海
業
＂に
は
、

た
く
さ
ん
の
可
能
性
が
あ
る
。

古い漁具「ハネゴ」
（階上町民俗資料収集館所蔵）

昨
今
、
漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

魚
価
の
低
迷
、
コ
ス
ト
の
増
大
、

高
齢
化
と
担
い
手
不
足
、
魚
食
離
れ
な
ど
、

相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
階
上
町
で
は
漁
業
、
魚
介
類
の
加
工
・
小
売
業
、

魚
介
類
の
物
流
業
、
水
産
観
光
業
、
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

海
に
関
わ
る
す
べ
て
の
産
業
を
〝
海
業
〞
と
捉
え
、

浜
の
活
力
の
再
生
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

階
上
漁
業
の
歴
史

　

階
上
町
の
東
の
海
岸
部
は
天
然
の
良
港
と
し
て
早

く
か
ら
開
け
、
延
享
４
年
（
１
７
４
７
）
の
「
浦
数

覚
」
に
は
、
小こ

み
な
と

船
渡
（
小
舟
渡
）・
道ど

う
ぶ
つ仏
・
大お

お
じ
ゃ蛇
が

八
戸
廻ま

わ
りの

代
表
的
な
浦
（
湾
）
に
数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
砂
浜
が
少
な
く
岩
礁
の
多
い
当
町
で

は
、
ア
ワ
ビ
・
ウ
ニ
・
コ
ン
ブ
・
ワ
カ
メ
な
ど
の
磯
物

漁
と
、
刺
網
や
延は

え
な
わ縄

に
よ
る
ア
ブ
ラ
メ
・
ソ
イ
・
ヒ

ラ
メ
・
カ
レ
イ
な
ど
小
規
模
な
漁
が
行
わ
れ
て
い
た

程
度
だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

階
上
に
巻
網（
ア
グ
リ
網
と
も
呼
び
、イ
ワ
シ
を
と

る
漁
法
）
が
伝
わ
っ
た
の
は
明
治
31
年
（
１
８
９
８
）

の
こ
と
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
明
治
36
年
大
蛇
・
追お

っ
こ
し越
・
榊さ

か
き・
道

仏
・
小
舟
渡
漁
業
組
合
設
立
に
始
ま
る
組
織
の
設
立
、

改
編
、
昭
和
27
年
（
１
９
５
２
）
大
蛇
・
追
越
・
榊

漁
港
の
階
上
村
第
１
種
漁
港
指
定
に
始
ま
る
漁
港

整
備
、
改
良
事
業
、
昭
和
48
年
（
１
９
７
３
）
の
コ

ン
ブ
・
ワ
カ
メ
・
ホ
ヤ
の
増
殖
事
業
開
始
や
、
昭
和

53
年
（
１
９
７
８
）
県
立
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
、
種

苗
供
給
施
設
完
成
な
ど
が
あ
り
、
や
が
て
「
採
る
漁

業
か
ら
つ
く
り
育
て
る
漁
業
へ
」
の
転
換
が
求
め
ら

れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
す
。

階
上
町
の
漁
業
の
現
状
と
課
題

　

階
上
町
の
沖
合
の
海
流
は
親
潮
系
寒
流
と
黒
潮

系
暖
流
が
交
わ
り
、
さ
ら
に
津
軽
海
峡
を
通
っ
た
津

軽
暖
流
が
南
下
す
る
な
ど
複
雑
な
海
況
と
な
っ
て
お

り
、
豊
富
な
漁
場
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

　

漁
獲
さ
れ
る
代
表
的
な
魚
種
と
し
て
は
ア
ブ
ラ
メ
、

マ
ダ
ラ
、
サ
ケ
、
イ
カ
、
タ
コ
、
ブ
リ
、
カ
レ
イ
、
ヒ

ラ
メ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
つ
く
り
育
て
る
磯

根
資
源
と
し
て
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
、
ワ
カ
メ
、
コ
ン
ブ
が

あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
未
利
用
魚
、
低
利
用
だ
っ

た
ド
ン
コ
な
ど
の
混
獲
魚
を
有
効
に
活
用
し
よ
う
と
、

階
上
売
り
込
み
隊
が
主
催
す
る
「
階
上
ど
ん
こ
ま
つ

り
」
を
開
催
す
る
な
ど
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
近
年
は
、
他
の
沿
岸
市
町
村
同
様
に

漁
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
く
、
平
成
23
年

（
２
０
１
１
）
３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
が
追
い

打
ち
を
か
け
ま
し
た
。
数
字
で
見
る
と
漁
船
被
害
は

甚
大
で
、
２
６
０
隻
の
う
ち
１
２
４
隻
が
流
出
・
沈

没
・
損
壊
し
て
お
り
、
組
合
員
の
中
に
は
そ
れ
を
理
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タコの水揚げ（小舟渡漁港）

船釣りでサワラなどをゲットした釣り師たち（小舟渡漁港）

階上漁業研究会会長の濱道幸一さん

浜の魚屋さんの店頭には
自前で獲った魚介類の商品が並ぶ（十文字商店）

県栽培漁業振興協会のヒラメ養殖水槽

鮭とばづくり
（坂下商店）

由
に
操
業
を
や
め
た
人
も
い
ま
す
。
ま
た
、
漁
業
セ

ン
サ
ス
に
よ
る
と
、
漁
業
経
営
体
数
は
平
成
20
年
に

か
け
て
減
少
し
て
き
て
い
ま
し
た
が
、
特
に
平
成
25

年
に
は
37
（
う
ち
個
人
35
）
と
減
り
方
が
大
き
く
、

就
業
者
数
85
人
中
、
65
歳
以
上
が
25
人
と
高
齢
化

も
進
ん
で
い
ま
す
。

　

町
で
は
現
在
、
策
定
し
た
「
階
上
町
水
産
業
計

画
」（
階
上
町
水
産
振
興
協
議
会
）
や
「
浜
の
活
力

再
生
プ
ラ
ン
」（
階
上
地
域
水
産
業
再
生
委
員
会
）

を
基
に
、
生
産
と
し
て
の
漁
業
の
み
な
ら
ず
加
工
・

販
売
・
物
流
や
、
水
産
観
光
業
、
海
洋
性
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
海
に
関
わ
る
す
べ
て
の
産
業
を
〝
海

業
〞
と
捉
え
、活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

県
内
近
隣
沿
岸
地
域
と
の
広
域
的
な
連
携
を
も
っ
て
、

さ
ら
な
る
活
性
化
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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みちのく潮風トレイルで階上海岸を歩く観光客

はしかみいちご煮祭り

レポート─────階上的生活①

階上町の“海業”には、
たくさんの可能性がある。

　

振
興
協
議
会
の
委
員
で
、
階
上
漁
業
研
究
会
会

長
の
濱は

ま
み
ち道
幸
一
さ
ん
も
そ
の
一
人
で
、
70
歳
の
今
も

海
が
荒
れ
な
い
限
り
出
漁
す
る
〝
海
の
男
〞
で
も
あ

り
ま
す
。
話
を
伺
う
と
、「
リ
ア
ス
式
と
違
っ
て
外
洋

に
面
し
た
階
上
の
海
は
時し

け化
の
影
響
を
受
け
や
す
い

け
れ
ど
、
要
領
さ
え
覚
え
れ
ば
成
長
が
速
く
、
色
も

き
れ
い
な
ホ
ヤ
や
ワ
カ
メ
な
ど
の
養
殖
物
が
で
き
る
」

と
の
こ
と
。
ほ
か
に
も
低
水
温
で
育
つ
天
然
コ
ン
ブ
の

漁
場
が
あ
っ
て
、
北
海
道
産
に
負
け
な
い
粘
り
と
ダ

シ
が
出
る
こ
と
な
ど
、〝
モ
ノ
〞
の
良
さ
に
よ
る
階
上

漁
業
の
可
能
性
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

６
次
産
業
の
先
兵
「
浜
の
魚
屋
さ
ん
」

　

階
上
町
の
〝
海
業
〞
の
も
う
一つ
の
特
徴
に
「
浜
の

魚
屋
さ
ん
」
が
あ
り
ま
す
。
港
町
で
も
普
通
は
商
店

街
に
立
地
し
て
い
る
魚
屋
さ
ん
が
、
階
上
町
の
場
合

は
直
接
、
海
に
面
し
た
５
・５
キ
ロ
の
階
上
海
岸
に
５

店
舗
も
点
在
し
、
独
特
の
景
観
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
東
日
本
大
震
災
後
、
町
場
に
移
転
し
た

２
店
舗
が
あ
り
ま
す
が
、
す
べ
て
に
共
通
す
る
の
が

魚
介
類
の
仕
入
れ
・
販
売
だ
け
で
は
な
く
、
自
前
で

加
工
・
商
品
化
し
て
い
る
こ
と
。
中
に
は
漁
船
や
釣

り
船
を
持
っ
て
漁
獲
も
し
て
お
り
、
い
わ
ば
６
次
産

業
の
先
兵
の
よ
う
な
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
大
き
な
生い

け
す簀
に
は
旬
の
活
魚
が
生
け
捕
ら

れ
、
店
頭
の
干
し
場
に
は
鮭
と
ば
や
新
巻
、
ス
ル
メ
、

棒
ダ
ラ
、
干
ガ
レ
イ
と
極
上
の
干
物
が
並
ん
で
、
階

上
な
ら
で
は
の
漁
村
風
景
を
演
出
し
て
い
ま
す
。
最

近
は「
み
ち
の
く
潮
風
ト
レ
イ
ル
」
や「
ま
ち
あ
る
き
」

の
観
光
客
が
立
ち
寄
る
姿
も
見
ら
れ
ま
す
。

多
様
化
す
る

「
水
産
観
光
業
」
の
可
能
性

　
「
水
産
観
光
業
」
も
〝
海
業
〞
の
大
切
な
要
素
で

す
。
階
上
町
で
は
昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
の
第
１

回
観
光
漁
業
祭
開
催
以
降
、平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

ま
で
29
回
を
数
え
る
夏
の
「
は
し
か
み
い
ち
ご
煮
祭

り
」
や
、
６
回
目
と
な
っ
た
冬
の
「
階
上
ど
ん
こ
ま

つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
ベ
ー
ス
に
、
階
上
町
水
産

物
の
P
R
と
水
産
振
興
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
昨
今
、
観
光
は
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
、
そ

の
土
地
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
そ
の
も
の
が
対
象
と
な

る
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

自
然
・
歴
史
・
文
化
を
対
象
に
地
域
住
民
と
共
に
体

験
し
学
ぶ
ト
レ
イ
ル
や
ま
ち
あ
る
き
が
そ
れ
で
、
三

陸
復
興
国
立
公
園
の
指
定
が
水
産
観
光
業
に
も
追
い

風
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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大蛇小学校児童によるフノリ採り

「海の学校」で説明を聞く参加者

階上どんこまつり

みちのく潮風トレイルで解説する
階上町水産経営アドバイザーの熊谷登さん

［問い合わせ］

階上町産業振興課／TEL：0178-88-2116

階上漁業協同組合／TEL：0178-89-2111

公益社団法人青森県栽培漁業振興協会／
TEL：0178-87-3360

稚
魚
の
放
流
や
フ
ノ
リ
採
り
体
験

　

階
上
町
に
あ
る
公
益
社
団
法
人
青
森
県
栽
培
漁

業
振
興
協
会
で
は
、
ア
ワ
ビ
、
ヒ
ラ
メ
、
ナ
マ
コ
、
キ

ツ
ネ
メ
バ
ル
等
の
稚
魚
・
種
苗
生
産
や
、
漁
業
研

修
・
指
導
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
階
上
漁
業

協
同
組
合
で
は
、
毎
年
、
協
会
の
協
力
で
ヒ
ラ
メ
の

稚
魚
の
放
流
を
し
て
い
ま
す
。
放
流
し
た
50
ミ
リ
程

度
の
稚
魚
は
３
年
ほ
ど
で
漁
獲
可
能
な
35
セ
ン
チ
ま

で
成
長
し
ま
す
。

　

ま
た
、
大
蛇
小
学
校
や
小
舟
渡
子
ど
も
会
で
は
、

船
釣
り
体
験
教
室
や
伝
統
の
フ
ノ
リ
採
り
体
験
を
開

催
し
て
お
り
、
子
ど
も
時
代
の
体
験
は
、
貴
重
な
愛

郷
心
涵か

ん
よ
う養
に
結
び
付
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

四
季
の
旬
を
届
け
て
く
れ
る
宝
の
海

　

ま
た
、
階
上
町
水
産
振
興
協
議
会
で
は
、
毎
年

「
海
の
学
校
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、

学
科
が
町
の
沖
合
で
獲
れ
る
魚
の
学
習
や
県
栽
培

漁
業
振
興
協
会
の
施
設
見
学
。
実
技
が
ミ
ニ
竿
作
り
、

磯
遊
び
、
ウ
ニ
採
り
・
殻
む
き
体
験
な
ど
。
昼
食
に

は
ウ
ニ
網
焼
試
食
体
験
も
あ
っ
て
、
参
加
し
た
親
子

と
も
に
階
上
の
海
の
豊
か
さ
を
体
感
し
て
い
ま
す
。

　

学
長
は
階
上
町
水
産
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
熊
谷

登
さ
ん
。
階
上
町
漁
業
の
漁
場
管
理
や
組
織
強
化
に

対
す
る
助
言
な
ど
の
ほ
か
、
水
産
観
光
の
ガ
イ
ド
役

も
務
め
て
い
ま
す
。

　

熊
谷
さ
ん
が
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
こ
の

「
海
の
学
校
」
で
、
そ
の
意
味
を
伺
う
と
「〝
お
ふ
く

ろ
の
味
〞
と
い
う
よ
う
に
、
子
ど
も
の
頃
の
味
覚
が

そ
の
人
の
味
の
原
点
。
大
き
く
な
っ
て
よ
そ
に
行
っ
て

も
、
幼
少
時
の
思
い
出
が
あ
れ
ば
、
ふ
る
さ
と
の
よ

さ
を
口
コ
ミ
で
伝
え
て
く
れ
る
。
近
隣
で
は
珍
し
く

磯
場
の
多
い
階
上
の
海
は
、
四
季
の
旬
を
届
け
て
く

れ
る
宝
の
海
で
す
」
と
の
こ
と
で
し
た
。
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レ
ポ
ー
ト
─
─
─
─
─
階
上
的
生
活
②

﹁
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
﹂を
拠
点
と
す
る

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
。

「
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
」の
足
ど
り

　

平
内
に
あ
る
「
階
上
町
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
」
は
、

廃
校
を
利
用
し
た
体
験
交
流
施
設
で
す
。

　

平
成
22
年（
２
０
１
０
）３
月
、
明
治
７
年
（
１
８

７
４
）
創
立
の
登の

ぼ
き
り切
小
学
校
は
、
少
子
化
な
ど
に
よ

っ
て
１
３
５
年
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
し
ま
し
た
が
、

地
域
住
民
か
ら
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
き
た
学
校
を
残
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
熱
い

要
望
が
あ
り
ま
し
た
。

　

町
で
は
廃
校
が
決
ま
っ
た
平
成
21
年
か
ら
町
有
財

産
活
用
等
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、
ま
だ
新
し
か
っ

た
校
舎
の
活
用
方
針
を
検
討
。「
階
上
早
生
階
上
そ

ば
」
の
振
興
拠
点
と
、
老
朽
化
し
た
集
会
所
や
農
産

物
加
工
施
設
の
機
能
を
移
転
し
た
複
合
施
設
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
６
月
26
日
に
は
、
旧
登
切
小
学
校
区

（
平
内
・
晴
山
沢
地
区
）
の
全
住
民
１
１
０
世
帯
と

階
上
そ
ば
振
興
委
員
会
「
階
上
そ
ば
り
え
」
が
わ
っ

せ
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
を
設
立
。
翌
24
年
４

月
29
日
、
地
域
住
民
の
運
営
に
よ
る
わ
っ
せ
交
流
セ

ン
タ
ー
の
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
に
至
り
ま
し
た
。

「
階
上
早
生
階
上
そ
ば
」の

ブ
ラ
ン
ド
化
の
道
の
り

　

わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
の
中
心
機
能
に
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
の
が
「
階
上
早
生
階
上
そ
ば
の
振
興
拠

点
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
い

わ
ば
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
地
域
住
民
が

主
体
と
な
り
、
地
域
の
労
働
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
の

資
源
を
生
か
す
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ビ
ジ
ネ
ス
（
地
域
密

着
型
事
業
）
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
も
そ
も
「
階
上
早
生
」
は
、
生
育
日
数
が
約
55

日
と
短
く
夏
・
秋
２
回
の
収
穫
が
で
き
る
ほ
か
、
冷

害
に
も
強
く
、
粘
り
が
あ
っ
て
香
り
が
高
い
の
が
特

徴
で
、
大
正
７
年
（
１
９
１
８
）
に
そ
ば
で
は
青
森

県
で
唯
一
の
奨
励
品
種
に
採
用
さ
れ
た
特
産
品
で
し

た
。
そ
の
後
、
わ
ず
か
に
自
家
消
費
用
と
し
て
栽
培

さ
れ
る
だ
け
に
な
る
ほ
ど
生
産
量
は
減
少
し
て
い
ま

し
た
が
、
平
成
18
年
（
２
０
０
６
）
に
階
上
そ
ば
振

興
委
員
会
が
発
足
、
20
年
に
は
「
階
上
早
生
階
上
そ

ば
」
と
し
て
商
標
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

　

名
前
は
す
で
に
全
国
区
と
い
わ
れ
る
「
階
上
早
生
」

は
、
昔
の
味
の
復
活
に
取
り
組
み
成
功
し
た
長
野
市

の
戸と

が
く
し隠

そ
ば
と
同
様
、
原
種
に
こ
だ
わ
っ
て
生
産
し

て
い
る
数
少
な
い
逸
品
で
す
。
今
後
は
さ
ら
な
る
単

収
と
品
質
の
向
上
を
目
指
し
な
が
ら
そ
ば
の
打
ち
手

を
育
て
る
な
ど
し
て
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド
確
立
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
は
し
か
み
岳
よ
り
未
来
へ
」の
活
動

　

わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
て
か
ら
２
年

後
、
平
成
26
年
６
月
に
は
運
営
協
議
会
を
母
体
に
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
は
し
か
み
岳
よ
り
未
来
へ
」
が
結
成

さ
れ
、
翌
27
年
４
月
１
日
に
は
指
定
管
理
者
に
な
っ

て
運
営
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
趣
旨
に
、①「
階

上
早
生
そ
ば
」
の
さ
ら
な
る
振
興
②
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
の
醸
成
③
運
営
財
源
の
確
保
を
図
る
こ
と
が
盛
り

平
成
26
年
６
月
、
階
上
早わ

せ生
階
上
そ
ば
の
さ
ら
な
る
振
興
と
、

地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

階
上
町
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
を
母
体
と
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
は
し
か
み
岳
よ
り
未
来
へ
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
「
階
上
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
、

同
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
地
域
経
営
担
い
手
育
成
支
援
を

全
町
的
・
横
断
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
ブ
ラ
ン
ド
作
り
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
が
イ

コ
ー
ル
の
関
係
に
あ
り
、ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス（
社

会
性
の
あ
る
事
業
展
開
）
と
も
い
え
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
地
域
資
源
を
生
か
し
て
財
源
を
確
保
す
る
と

と
も
に
、
公
共
性
を
追
求
し
な
が
ら
創
造
的
に
事
業

を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

会
員
は
今
の
と
こ
ろ
平
内
・
晴
山
沢
地
区
住
民
を

中
心
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
な
っ
て
か
ら
は
町
外
の
人
も
参

加
し
て
74
人
。
職
員
は
総
勢
25
人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

理
事
長
の
上か

み

博
文
さ
ん
に
伺
う
と
、「
施
設
の
通
常

営
業
だ
け
で
は
厳
し
い
の
で
、
道
の
駅
は
し
か
み
や

フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
と
３
施
設
連
携
し
て
情
報
を

発
信
し
た
り
、
階
上
早
生
は
原
種
を
大
切
に
し
な
が

ら
増
産
し
、
新
商
品
の
開
発
も
考
え
た
い
」
と
の
こ

わっせ交流センター

階上早生のそば畑

作りたての豆腐を運ぶ
ＮＰＯ法人「はしかみ岳より未来へ」理事長の上博文さん

そば打ち体験室でのそば打ち実習（わっせ交流センター）

新そば祭りの賑わい（わっせ交流センター）

わっせ交流センターのざるそば定食
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階上ヒト・モノ・地域づくり推進委員会会長の森正浩さん

「道の駅はしかみ」の産地直売所

「フォレストピア階上」のオリジナルジェラート販売店

「フォレストピア階上」のジェラート

「道の駅はしかみ」のガレット

と
。
実
際
、
３
施
設
で
は
「
新
そ
ば
祭
り
」
を
同
時

開
催
し
た
り
、
階
上
早
生
そ
ば
を
使
用
し
た
ガ
レ
ッ

ト
や
ジ
ェ
ラ
ー
ト
を
開
発
す
る
な
ど
し
て
連
携
を
深

め
て
い
ま
す
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
一
環
と
し
て
は
、
俳
句
教
室

の
ほ
か
旧
正
月
ま
ゆ
玉
づ
く
り
や
凍
み
豆
腐
づ
く
り
、

草
も
ち
（
よ
も
ぎ
）
づ
く
り
、
山
菜
（
ふ
き
）
採
り

や
草
木
染
め
、
と
こ
ろ
て
ん
づ
く
り
、
お
し
る
こ
づ

く
り
、
干
柿
づ
く
り
、
〆
飾
り
づ
く
り
等
々
、
四
季

の
風
物
を
生
か
し
た
体
験
講
座
も
開
い
て
い
ま
す
。

「
階
上
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
地
域
づ
く
り

推
進
委
員
会
」
の
役
目

　

そ
の
他
、
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
、
町

内
に
あ
る
様
々
な
地
域
資
源
を
集
約
・
リ
ス
ト
化
し

な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
加
工
・
商
品
化
に
向
け
て
ア
ド

バ
イ
ス
や
提
案
を
行
う
組
織
と
し
て
、
平
成
25
年

（
２
０
１
３
）
10
月
に
「
階
上
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
地
域
づ

く
り
推
進
委
員
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
6
月
に
は
地
域
農
業
の
担
い
手

の
育
成
を
図
る
た
め
「
階
上
町
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
地
域
経
営
の
中
核
と
な

る
担
い
手
育
成
の
た
め
の
5
カ
年
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
推
進
委
員
会
の
目
的
に
は
、
そ
の
活
動
を

一
緒
に
展
開
し
、
階
上
町
の
農
林
水
産
業
の
維
持
・

発
展
に
資
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

推
進
委
員
会
会
長
で
あ
る
森
正
浩
さ
ん
に
よ
る
と
、

「
工
務
店
の
ほ
か
農
地
10
町
歩
（
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
を
経

営
し
て
お
り
、
専
属
の
２
人
と
最
近
２
人
の
新
規
就

農
者
を
受
け
入
れ
た
り
し
て
い
る
の
で
会
長
役
を
仰

せ
つ
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
」
と
の
こ
と
。

　

副
会
長
の
坂
政
和
さ
ん
（
階
上
そ
ば
振
興
委
員
会

会
長
）
と
共
に
担
い
手
育
成
、
生
産
力
強
化
、
販
売

力
強
化
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
強
化
を
図
り
、
農
山
漁
村

の
地
域
経
営
発
展
の
た
め
農
業
者
・
漁
業
者
・
町
内

加
工
グ
ル
ー
プ
、
さ
ら
に
は
地
域
の
人
と
連
携
し
、

ま
さ
に
〝
階
上
の
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
地
域
づ
く
り
〞
の

仲
介
役
と
し
て
全
方
位
の
活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
試
験
段
階
も
含
め
、
ワ
サ
ビ
栽

培
な
ど
新
作
物
導
入
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、

三
陸
沿
岸
の
漁
師
の
家
庭
で
昔
か
ら
調
味
料
と
し
て

使
わ
れ
て
き
た
「
か
ぜ
水
」（
塩
ウ
ニ
を
作
る
過
程
で

発
生
す
る
ウ
ニ
の
エ
キ
ス
）
の
活
用
も
考
え
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。
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臥牛の郷生活研究連絡協議会会長の荒谷恵子さん

階上ヒト・モノ・地域づくり推進委員会会長の森正浩さん

レポート─────階上的生活②

「わっせ交流センター」を拠点とする
地域コミュニティづくり。

［問い合わせ］

階上町産業振興課／TEL：0178-88-2116
階上町わっせ交流センター／
TEL：0178-88-2709
フォレストピア階上／TEL：0178-88-4449
道の駅はしかみ／TEL：0178-88-1800

「
臥
牛
の
郷
生
活
研
究
連
絡
協
議
会
」

の
活
動

　
「
か
ぜ
水
は
漁
師
の
家
に
伝
わ
る
万
能
調
味
料
で
、

料
理
の
風
味
を
ま
ろ
や
か
に
し
ま
す
。
ド
ン
コ
汁
に

使
っ
た
り
、
卵
焼
き
や
野
菜
の
煮
つ
け
、
パ
ス
タ
な
ど

の
洋
食
に
も
合
う
ん
で
す
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
の

は
、「
臥が

ぎ
ゅ
う牛
の
郷
生
活
研
究
連
絡
協
議
会
」
会
長
の

荒
谷
恵
子
さ
ん
。
荒
谷
さ
ん
は
森
さ
ん
と
同
じ
く
担

い
手
育
成
協
議
会
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
で
あ
り
、
階
上

漁
業
協
同
組
合
女
性
部
の
部
長
も
務
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
８
年
（
１
９
９
６
）
に
「
階
上
婦
人
活
動
推

進
連
絡
協
議
会
」
と
し
て
発
足
し
、
16
年
に
名
称
変

更
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
臥
牛
の
郷
生
活
研
究
連
絡
協

議
会
は
、
漁
協
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
、
ハ
ー
バ

ル
キ
ッ
チ
ン
、
あ
い
、
た
ん
ぽ
ぽ
グ
ル
ー
プ
の
５
つ
の

加
工
グ
ル
ー
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
調
理
・
加
工
の
腕
前
は
、
道
の
駅
は
し
か
み

の
実
演
コ
ー
ナ
ー
で
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

ほ
か
に
も
伝
統
料
理
講
習
会
や
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め

た
『
階
上
町
の
伝
統

料
理
』
の
刊
行
、
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
等
々
、

活
発
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

荒
谷
さ
ん
は
、「
悩

み
は
高
齢
化
で
若
い

女
性
が
減
っ
て
い
る
こ

と
で
す
。
ヘ
ル
シ
ー
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て

〝
和
食
〞
は
世
界
無

形
文
化
遺
産
登
録
を
さ
れ
、
世
界
的
な
日
本
食
ブ
ー

ム
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
逆
に
日
本
の
一
般
家
庭
は
ど

ん
ど
ん
食
卓
の
欧
米
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。〝
身
土

不
二
〞
の
言
葉
の
よ
う
に
食
は
地
産
地
消
が
基
本
。

そ
し
て
、
伝
統
料
理
こ
そ
伝
承
し
て
ほ
し
い
。
あ
る

い
は
そ
の
知
恵
を
生
か
し
た
創
作
料
理
を
作
る
こ
と

だ
っ
て
で
き
る
で
し
ょ
う
」
と
若
者
待
望
論
を
語
っ

て
い
ま
し
た
。

新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

　

わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
登
切
小
学
校
だ
っ
た

時
か
ら
、
地
域
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中

心
で
あ
り
、
平
内
・
晴
山
沢
地
区
の
住
民
に
と
っ
て
、

心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
ま
さ
に
地
域
の
人
た
ち
で
組
織
す
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
は
し
か
み
岳
よ
り
未
来
へ
」
と
い
う
、

新
た
な
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
が
形
成
さ
れ
、「
階
上
ヒ

ト
・
モ
ノ
・
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
」
と
の
連
携

に
よ
り
、
地
域
活
動
の
輪
に
広
が
り
が
生
ま
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
そ
ば
振
興
に
よ
る
遠
方
か
ら
の
お
客

様
の
来
館
も
増
え
て
お
り
、
地
域
間
交
流
に
も
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
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レ
ポ
ー
ト
─
─
─
─
─
階
上
的
生
活
③

階
上
町
は＂
豊
か
な
生
活
王
国
＂を

目
指
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
負
の
連
鎖

　

階
上
町
は
こ
れ
ま
で
、
八
戸
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
多
く
の
転
入
者
を
受
け
入
れ
る
こ
と
で
人
口

は
増
加
し
て
き
ま
し
た
が
、
平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

に
自
然
減
に
転
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
平
成
17
年
に
は

転
出
超
過
に
よ
る
社
会
減
も
加
わ
り
、
平
成
16
年
を

ピ
ー
ク
に
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
、
平
成
27
年
12

月
31
日
現
在
の
人
口
は
１
万
４
０
６
２
人
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

中
で
も
深
刻
な
の
は
、
第
１
次
産
業
の
就
業
人
口

と
子
育
て
世
代
の
減
少
で
、
日
本
創
生
会
議
の
試
算

に
よ
れ
ば
、「
20
〜
39
歳
女
性
」
将
来
推
計
人
口
の

う
ち
、
階
上
町
で
は
２
０
４
０
年
の
減
少
率
が
対

２
０
１
０
年
比
マ
イ
ナ
ス
66
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る

と
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
推
計
で
す
が
、
少
子
化
が
進
め

ば
小
・
中
学
校
の
統
合
が
進
み
、
産
科
・
小
児
科
医

が
減
少
し
た
り
し
て
育
児
・
教
育
環
境
が
悪
化
し
、

さ
ら
に
少
子
化
が
進
む
と
い
う
負
の
連
鎖
に
陥
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
町
で
は
町
内
外
の
独
身
男
女
に
出

会
い
の
場
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、「
子
育
て
」「
暮

ら
し
」「
住
ま
い
」
に
関
す
る
町
の
情
報
を
Ｐ
Ｒ
し
、

本
町
へ
の
移
住
・
定
住
の
き
っ
か
け
作
り
に
な
る
よ

う
に
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

“
婚
活
”
で
出
会
い
の
場
の
創
出
を

　

最
近
、
イ
ベ
ン
ト
会
社
や
結
婚
関
連
会
社
に
よ
る

〝
街
コ
ン
〞（
複
数
の
店
舗
が
参
加
し
、
街
全
体
が
交

流
会
場
に
な
る
）
が
盛
ん
で
す
が
、
自
治
体
や
商
工

会
議
所
な
ど
に
よ
る
〝
婚
活
〞
支
援
イ
ベ
ン
ト
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
20
〜
40
代
の
未

婚
者
に
恋
人
が
い
な
い
理
由
と
し
て
、
男
性
の
41
パ

ー
セ
ン
ト
、
女
性
47
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
出
会
い
が
な
い

か
ら
」
と
答
え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
（
リ

ク
ル
ー
ト
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
総
研
調
査
）。

　

階
上
町
で
も
、
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
協
議
会
・

町
教
委
が
主
催
し
て
「
ス
ポ
ー
ツ
婚
活
ｉｎ
階
上
」

や
、町
総
合
政
策
課
主
催
の
「
出
会
い
は
、階
上
町
！

バ
ス
ツ
ア
ー
」
を
行
う
な
ど
、
積
極
的
に
婚
活
を
支

援
し
て
い
ま
す
。

　

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
森
の
交
流
館
を
出
発
し
、
寺

下
観
音
の
巨
木
や
鐘か

ね
つ
き
ど
う

撞
堂
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
見

学
。
わ
っ
せ
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
ガ
レ
ッ
ト
作
り
や
早

生
そ
ば
を
味
わ
い
、
フ
ォ
レ
ス
ト
ピ
ア
階
上
で
ジ
ェ
ラ

ー
ト
を
食
べ
る
な
ど
、
町
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
め
ぐ
り

に
も
な
り
ま
し
た
。

少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援

　

次
い
で
「
子
育
て
」
で
す
が
、
夫
婦
の
理
想
の
子

ど
も
数
が
２
・
42
人
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ

れ
を
阻
ん
で
い
る
理
由
は
「
子
育
て
や
教
育
に
お
金

が
か
か
り
す
ぎ
る
か
ら
」
が
第
１
位
で
し
た
（
厚
生

労
働
省
／
出
生
動
向
基
本
調
査
）。
ま
た
、
第
２
子

以
降
の
生
ま
れ
る
割
合
は
、
夫
の
休
日
の
家
事
・
育

児
時
間
が
２
時
間
未
満
で
は
29
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の

も
の
が
、
４
時
間
以
上
で
は
72
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
高

ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
（
厚
生
労
働
省
／
21
世
紀
成

年
者
縦
断
調
査
）。

「出会いは、階上町！バスツアー」で、寺下観音の潮山神社に参拝する参加者

人
口
減
少
克
服
と
地
方
創
生
の
取
り
組
み
と
し
て
、

政
府
は
平
成
26
年
（
２
０
１
４
）
12
月
27
日
、
５
か
年
計
画
の

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。

階
上
町
で
は
対
応
と
し
て
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と

「
地
方
版
創
生
総
合
戦
略
」
を
策
定
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
が
、

最
終
的
に
目
指
し
て
い
る
の
は
、
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
え
る

〝
豊
か
な
生
活
王
国
〞
の
創
造
で
す
。
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以
上
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
若
い
世
代
が
不
安

定
雇
用
・
低
所
得
・
長
時
間
労
働
な
ど
の
経
済
的

理
由
か
ら
、
出
産
・
子
育
て
を
た
め
ら
う
姿
で
す
。

階
上
町
で
は
少
子
化
対
策
と
子
育
て
支
援
の
観
点
か

ら
、
保
育
料
を
国
の
基
準
額
よ
り
軽
減
す
る
と
と
も

に
、
医
療
費
給
付
事
業
と
し
て
中
学
校
卒
業
年
度

ま
で
の
医
療
費
の
一
部
負
担
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
就
学
前
の
児
童
を
対
象
に
町
内
保
育
施

設
で
「
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、

子
育
て
親
子
が
交
流
で
き
る
場
を
設
置
し
て
、
育
児

相
談
や
月
に
３
〜
５
度
遊
び
を
兼
ね
た
子
育
て
講
座

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
27
年
度
か
ら
は
、

セ
ン
タ
ー
内
で
の
一
時
預
か
り
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ほ
か
に
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
子
育
て
サ
ー
ク
ル

「出会いは、階上町！バスツアー」で、寺下観音堂を見学する参加者

地域子育て支援センター

子育てサークル「にこにこクラブ」での
「おいもほり＆焼きいも体験」

「出会いは、階上町！バスツアー」で、寺下観音の潮山神社に参拝する参加者

「わんぱく王国」の巨木探索で、角五郎のヤマボウシを見学 「わんぱく王国」の巨木探索で、茨島のトチノキを見学。
所有者（茨島家）の方からお話を聞く
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「学びの王国！はしかみキャンパス」で、
鮭とばづくりに挑戦。鮭を三枚おろしにする参加者（坂下商店）

食生活改善推進員を中心に、
「はしかみ美味しい健康レシピ」の献立を考える

「はしかみ美味しい健康レシピ」の春メニュー

おろした鮭を干す作業を見学する参加者（坂下商店）

「
に
こ
に
こ
ク
ラ
ブ
」
が
、
毎
月
１
回
、
読
み
聞
か
せ

や
い
も
ほ
り
体
験
な
ど
、
約
２
時
間
の
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

「
わ
ん
ぱ
く
王
国
」
と「
学
び
の
王
国
」

　

小
・
中
学
生
を
対
象
と
し
た
社
会
教
育
講
座
「
わ

ん
ぱ
く
王
国
」
は
、
週
末
や
長
期
休
業
の
自
由
時
間

や
余
暇
時
間
を
有
効
に
活
用
し
、
豊
か
な
体
験
活
動

の
中
で
知
的
好
奇
心
を
伸
ば
す
こ
と
を
目
的
に
、
平

成
13
年
（
２
０
０
１
）
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
町

内
外
の
成
人
及
び
団
体
が
講
師
と
な
り
、
料
理
・
工

作
・
虫
取
り
・
発
明
・
手
芸
・
動
植
物
の
観
察
・
昔

の
遊
び
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
１
講

座
２
〜
３
時
間
の
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
平
成
27
年
10
月
の
第
５
回
「
は
し
か
み

だ
い
ぼ
う
け
ん
！
」
で
は
、
21
は
し
か
み
ん
ぐ
会
長
・

伊
藤
武
男
さ
ん
を
講
師
に
、
町
内
の
巨
木
を
探
索
し

ま
し
た
。
こ
の
講
座
に
は
小
学
校
２
年
生
児
童
６
名

を
最
多
に
13
名
が
参
加
、
親
も
６
名
参
加
し
て
県

内
最
大
級
の
茨ば

ら
じ
ま島
の
ト
チ
ノ
キ
や
国
内
最
大
の
角
五

郎
の
ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
を
見
学
し
て
い
ま
す
。

　
「
暮
ら
し
」
を
豊
か
に
す
る
講
座
に
は
「
学
び
の
王

国
！
は
し
か
み
キ
ャ
ン
パ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

町
内
外
の
成
人
を
対
象
と
し
た
も
の
で
、
共
通
コ
ー

ス
と
専
門
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
お
り
、
町
外
研
修
な

ど
を
除
き
、
ほ
ぼ
全
講
座
託
児
付
き
。
専
門
コ
ー
ス

は
「
ダ
ン
デ
ィ
コ
ー
ス
」「
階
上
満
喫
コ
ー
ス
」
な
ど

６
コ
ー
ス
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
多
彩
な
講
師
陣
と
メ

ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
11
月
21
日
の
「
ダ
ン
デ
ィ
コ
ー
ス
」
で

は
、「
極
上
！
男
の
鮭
と
ば
づ
く
り
」
と
称
し
て
町

内
外
の
中
高
年
男
性
10
人
が
参
加
し
、
坂
下
商
店

の
皆
さ
ん
を
先
生
に
〝
階
上
な
ら
で
は
〞
の
郷
土
料

理
を
伝
授
さ
れ
ま
し
た
。
マ
イ
包
丁
を
持
参
し
た
参

加
者
は
、
四
苦
八
苦
し
な
が
ら
豪
快
な
三
枚
お
ろ
し

に
挑
戦
。〝
と
ば
〞
は
冬
場
の
乾
燥
し
た
日
に
７
〜

10
日
間
干
す
こ
と
が
必
要
で
、
出
来
上
が
り
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

高
齢
者
が
生
き
活
き
と

豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に

　

青
森
県
は
平
均
寿
命
が
全
国
最
下
位
の
短
命
県

で
、
残
念
な
が
ら
階
上
町
の
男
女
平
均
寿
命
も
全
国

下
位
レ
ベ
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
で
は〝
医
食
同
源
〞

の
観
点
か
ら
、「
か
る
し
お
（
適
塩
）、
野
菜
の
量
、

魚
を
意
識
し
て
摂
取
し
、
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
！
」
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健康推進員代表の竹本肥子さん

わんつか元気教室

レポート─────階上的生活③

階上町は“豊かな生活王国”を
目指しています。

［問い合わせ］

階上町総合政策課／TEL：0178-88-2113

階上町保健福祉課／TEL：0178-88-2641・2219

階上町教育委員会教育課／TEL：0178-88-2698

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
料
理
の
塩
分
は
１
食
２
・
０
〜

２
・
５
グ
ラ
ム
程
度
に
抑
え
、
だ
し
で
旨
味
を
引
き

出
す
な
ど
の
工
夫
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
健
康
寿
命

延
伸
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
の
一
つ
が
『
は
し
か
み
美
味
し
い
健
康
レ

シ
ピ
』
の
作
成
で
、
食
生
活
改
善
推
進
員
を
中
心
に
、

八
戸
学
院
大
学
や
国
立
循
環
器
病
研
究
セ
ン
タ
ー

（
大
阪
府
）
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

全
戸
配
布
さ
れ
た
レ
シ
ピ
は
春
・
夏
・
秋
・
冬
の

４
種
類
が
あ
り
、
例
え
ば
春
レ
シ
ピ
は
、
鮭
の
か
ぶ

ら
蒸
し
・
柳
ば
っ
と
・
ザ
ル
メ
の
煮
も
の
・
コ
ゴ
ミ
の

く
る
み
あ
え
・
干
し
柿
か
ん
の
５
品
に
な
っ
て
お
り
、

塩
分
は
計
２
・
２
グ
ラ
ム
で
し
た
。

　

ほ
か
に
も
「
は
し
か
み
健
康
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
開

催
や
、
健
康
増
進
事
業
と
し
て
、
働
き
盛
り
年
代
の

検
診
受
診
率
向
上
を
目
指
し
、
健
康
推
進
員
に
よ
る

声
が
け
や
保
健
師
の
健
康
講
座
、
家
庭
訪
問
活
動

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

階
上
町
は
平
成
27
年
３
月
時
点
の
要
介
護
認
定

率
が
15
・
58
パ
ー
セ
ン
ト

と
、
県
内
最
低
を
誇
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
町
社
会

福
祉
協
議
会
や
地
域
住
民

が
実
施
す
る
高
齢
者
支
援

の
シ
ス
テ
ム
が
う
ま
く
リ

ン
ク
し
、
功
を
奏
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
。

　

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ザ
・

は
し
か
み
で
は
、
運
動
機

能
な
ど
が
低
下
し
て
い
る

高
齢
者
が
週
１
回
、
体
操

や
栄
養
な
ど
の
指
導
を
受
け
る
「
わ
ん
つ
か
元
気
教

室
」
と
、
要
介
護
認
定
さ
れ
て
い
な
い
高
齢
者
が
施

設
の
風
呂
に
入
っ
た
り
、
趣
味
講
座
を
楽
し
む
「
ハ

ー
ト
生
き
活
き
事
業
」
が
週
２
回
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
午
前
８
時
か
ら
正
午
の
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
を
は
さ

ん
で
午
後
３
時
ま
で
、
同
じ
場
所
で
実
施
さ
れ
る
た

め
高
齢
者
同
士
の
交
流
も
深
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
19
あ
る
地
区
ご
と
に
、
高
齢
者
が
集
ま
っ

て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
食
事
を
楽
し
む
「
ほ
の
ぼ
の

交
流
会
」
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
町
社
協
の
地
域

福
祉
推
進
員
と
、
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力
員
が
事
業
に

携
わ
っ
て
お
り
、
毎
回
行
わ
れ
る
体
力
測
定
の
結
果

が
「
わ
ん
つ
か
元
気
教
室
」
の
対
象
者
を
選
ぶ
際
の

参
考
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

健
康
推
進
員
代
表
で
あ
り
、
ほ
の
ぼ
の
交
流
協
力

員
で
も
あ
る
竹
本
肥と

し
こ子

さ
ん
に
話
を
伺
う
と
、「
も

う
30
年
ぐ
ら
い
駅
前
地
区
で
検
診
の
声
が
け
を
し
て

い
ま
す
が
、
受
診
率
が
向
上
し
て
い
る
の
が
何
よ
り

も
嬉
し
い
」
と
の
こ
と
。
竹
本
さ
ん
は
趣
味
講
座
の

編
物
教
室
の
講
師
も
務
め
て
い
ま
す
が
、
階
上
町
で

は
無
私
の
精
神
で
地
域
に
密
着
し
、
地
道
に
活
動
し

て
い
る
竹
本
さ
ん
の
よ
う
な
方
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　

こ
こ
ま
で
、
結
婚
・
子
育
て
支
援
、
児
童
・
生
徒

や
成
年
へ
の
社
会
教
育
講
座
、
食
生
活
改
善
、
高
齢

者
の
生
き
甲
斐
支
援
等
々
を
見
て
き
ま
し
た
。
町
で

は
「
階
上
町
を
元
気
い
っ
ぱ
い
大
作
戦
」
と
銘
打
っ

て
、「
観
光
×
出
会
い
」「
子
育
て
×
サ
ポ
ー
ト
」「
健

康
×
協
働
」「
防
災
×
地
域
」
な
ど
、
施
策
の
融
合
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
後
は
町
民
全
体
の
世
代

間
融
合
を
含
め
、
さ
ら
な
る
〝
豊
か
な
生
活
王
国
〞

を
目
指
し
て
い
ま
す
。


